
１．はじめに

わが国の地域の中小企業は，改革解放後の中国の経済発展の進展に伴い，これまで

下請けの発注元であったマザーファクトリーの中国移転や中国企業のものづくり技能

の飛躍的発展，さらに市場としての中国の重要性の増大により，苦境に立たされてい

る。ヒト，モノ，カネ，情報といった経営資源が不足している地域中小企業は，廃業

するか事業を継続するかの選択を迫られている。事業を継続し存続するためには，経

営資源の不足を補い，新たな製品，サービスを開発する必要がある。そのためには，

個別企業では調達しきれない経営資源を補完するために地域中小企業間の連携が模索

されている。

一方，わが国の中小企業施策もこのような背景の下に異業種交流促進からはじまり

地域プラットフォーム形成の推進が図られてきた。特に，平成17年度において「中小

企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法（中小企業創造法）」，「新事業創出

促進法」，「中小企業経営革新支援法」の既存三法が整理統合され「中小企業の新たな

事業活動の促進に関する法律（中小企業新事業活動促進法）」が制定され，「新連携」

という名称のもとで中小企業間の連携が，従来の連携支援施策とは異なった形態で推

進支援されることになった。

２．研究の目的

本稿の研究の目的は，既述したように経営資源が不足している地域中小企業が互い

に連携することにより調達，補完した経営資源を有効に活用するために地域の中小企
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業間での連携をどのように形成すればより良いパフォーマンスが得られるかというこ

とを検討し，この問題をネットワーク視点から考察し，より良いパフォーマンスが得

られる地域中小企業間連携の設計についての含意を導き出すことである。

３．本稿の構成

研究の構成は，先行研究及び理論から地域中小企業間連携のモデルを導出し，さら

に性質の異なる二つの地域中小企業間連携，京都の京都試作ネット（異業種工程連携）

と燕の磨き屋シンジケート（同業種工程連携）を事例として取り上げ，事例から得た

含意により，より良いパフォーマンスが得られるであろうと思われる地域中小企業間

連携のモデルを提示する。

４．先行研究及び理論

４－１．スモールワールドネットワーク理論

スモールワールドネットワーク理論は，複雑でかつ多様な社会的ネットワークは，

実は小さな世界（スモールワールド）によって形成されているという理論である。

図１．スモールワールドネットワークのイメージ
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この理論によれば，人間のネットワークは，実験により世界の任意の二人の人間を

中心として６段階を経れば人間のすべてのネットワークが網羅されること，そして人

間のネットワークではそのスモールワールドの中で中心になる人間を通じてお互いが

知り合いであるということが確認されている。

スモールワールドネットワーク理論を前提として，組織構造と情報ループの関係を

次に検討する。DUNCAN J. WATTS（1996）では，スモールワールドと乱雑性の関

係について以下の三つのパターンが提示されている。

図２．スモールワールドと乱雑性（randomness)

タイプＡは，規則正しく隣と情報を伝達する構造を持つ。そのため遠くにある主体

と連絡を取るためには規則正しく一つ一つ経路をたどっていく必要があり時間を要す

る。タイプＣは，まったく規則性のないランダムな情報伝達経路を持つ組織構造であ

り，そのため情報の予測が困難であり，各主体及びネットワーク自体の行動の予測も

困難なネットワーク構造である。タイプＡおよびタイプＣに対して，タイプＢは，隣

の主体と情報伝達し，さらに遠くの主体とも情報伝達の経路を持つ構造であり，スモー

ルワールドネットワークのイメージに近い組織構造といえる。さらに，タイプＢは遠隔

にある主体との連絡が取りやすいだけでなく，その情報を近くにいる主体にたやすく

連絡できる効果も持つ。ネットワーク構造が異なることにより各タイプのネットワーク

構造は，以上のようなそれぞれ独自の効果と結果を持つ。
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４－２．ソーシャル・キャピタル

「ソーシャル・キャピタル」とは，Wayne Baker（2001）によると個人的なネット

ワークやビジネスのネットワークから得られる資源を指している。ここでいう資源と

は，情報，アイディア，指示方向，ビジネスチャンス，富，権力，影響力，精神的な

サポート，さらには善意，信頼，協力などであり，これらは一個人に属すると定義さ

れている。さらにソーシャル・キャピタルを活用できるかどうかは，誰を知っている

か，すなわち個人的及びビジネス・ネットワークの大きさ，質，多様性などによって

決定されるとしている。また，ソーシャル・キャピタルが，グローバルにビジネスが

展開される現在社会における，最も安定した，なおかつ非常に重要な資源であること

を指摘している。

４－３．強い紐帯と弱い紐帯の効果

Granovetter（1973）は，弱い紐帯の強い効果を明らかにした。転職において「人

のつながり」が重要であり，また強い紐帯よりも弱い紐帯の方が転職には有利である

ことを明らかにした。また，弱い紐帯がネットワーク内で各主体者の橋がけ機能を行

うことを明らかにした。「紐帯の強さ」の定義を，次の４つの要素の結合であるとし，

４つの要素が複合的に絡み合ったものであるとしている。

・つき合っている時間の長さ （time）

・感情的な結びつきの度合い （the emotional intensity）

・親密さ（相互信頼）の度合い （the intimacy（mutual confiding））

・相互が提供するサービスの量 （the reciprocal services）

近能（2003）は，ネットワーク理論の文献レビューを行い，弱い紐帯の強い効果と

強い紐帯の強い効果の研究系譜を明らかにしている。強い紐帯の優位性として，お互

いに対する感情的な親密さや信頼感が醸成しやすくなる，パートナーの行動を律する

「社会的統制メカニズム」としての役割を果たす効果，きめ細かくリッチな情報や暗黙

知の交換が促進されやすいという三項目をあげ，弱い紐帯の優位性として新しい情報

にアクセスするための情報経路となることを指摘している。

４－４．ソーシャルネットワークの３パターン

Rob Cross, Jeanne Liedtka, and Leigh Weiss（2005）は，企業のソーシャルネット

ワークのパターンとして以下の三つのパターンがあること明らかにしている。
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パターン１は，カスタマイズ対応型（Customized Response）であり，このパターン

は問題解決について革新的な解答が必要とされる曖昧な問題に対応するネットワーク

形態である。

パターン２は，モジュール対応型（Modular Response）であり，このパターンは問

題の構成は判明しているがどのような順番で解答をしていけばよいのかが不明のやや

複雑な問題に対応するパターンである。

パターン３は，ルーチン対応型（Routine Response）で定型的な反応をすることで

ことたりる日頃からなれ親しんだ問題の解決パターンである。

本稿では，この三つのソーシャルネットワークパターンは，個別企業のみではなく，

地域中小企業間連携にもあてはまると考える。

図３．ソーシャルネットワークの３パターン

５．問題意識

本稿の問題意識は以下の2点である。

１．地域活性化のための連携は同業種だけの水平連携ではあまり経済的効果が生ま

れないのではないか？

２．販売機能，マーケティング機能等，他の機能を持つ他の連携主体と連携する必

要があるのではないか？

このような問題意識を持ち，より良いパフォーマンスが得られる地域中小企業間連

携の設計を提示するために，以下で京都試作ネットと磨き屋シンジケートの二つの事

例を考察する。
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図４．地域活性化のための連携モデル（森岡案）

６．事例―京都試作ネット１）

６－１．設立経緯

京都試作ネットのメンバーは，1982年に京都府内の機械金属工業および関連業界の

中小企業経営者の交流を目的として設立された京都機械金属中小企業青年連絡会（機

青連）の代表幹事や副代表幹事の経験者のメンバーで構成されている。

この会の経営研究会としてＰ.Ｆ.ドラッカーの『現代の経営』を読む勉強会が発足

し，その後勉強会を一旦解散し，やる気のある経営者だけが集まり「未来企業の会」

が立ち上げられた。

その後，参加者の実践思考が強まり「新・未来企業研究会」と名称を変更し，会員

相互の共同事業志向が強まった。また，スタンフォード日本センター理事であった今

井賢一と接点を持ち，その後の京都試作ネットの事業コンセプトになるＩＴに関する

考え方やものづくりに関する考え方を参加者が理解し，京都試作ネットが形成された。

６－２．問い合わせから納品までのプロセス

問い合わせから納品までのプロセスは以下である。

― 108 ―

森　岡　孝　文

（森岡作成）�

特定の地域�

強い紐帯�

弱い紐帯�

製造業者連携�

製造同業者組合�

販売業者連携�

販売同業者組合�



１．顧客が直接京都試作ネットのＷＥＢにアクセスし，その情報が参加企業に送信

される。

２．それを見た参加企業は，原則としてその仕事を請け負うために立候補し，仕事

を受注する。ただし，ここでその仕事の内容ごとにリーダー企業が決められて

おり，割り振りと承認が行われる。

３．請け負った仕事を，単独受注の場合はその請け負ったメンバーが以降は責任を

持ち実施し，共同受注の場合は受注した企業間での調整が行われる。

４．収益は，請け負った企業が費用とコストをもとに算定するが，仕事にかかった

費用とコストは参加企業に公開されることになっている。そして各社の貢献が

評価される業績管理会計システムが導入されている。

以上のように京都試作ネットは，請け負った仕事の情報は参加企業で共有し，技術

情報の蓄積を行い，「受発注」，「ソリューション」，「マーケティング」，「販売」の諸機

能を果たすプラットフォームの役割を果たしている。

６－３．事業内容

京都試作ネットの事業内容は，「顧客の思いを素早く形に変える」をコンセプトにし，

その特徴は「スピード対応，フルセット受注，シンプル発注」である。インターネット

を通じて注文を受けると，発注内容に応じて担当企業を選定し，2時間以内に返事を

することになっている。フルセット受注とは部品ごとの受注ではなく一括受注のこと

である。

さらに，問い合わせに対しては「『できません』はいわない」というルールを確立し

ており，請け負った仕事は自社でできなければ一から研究するか，その仕事を請け負っ

た企業自身のネットワークの範囲で対応できる企業を探さなければならないことになっ

ている。また，情報の公開については，京都試作ネットのメンバー相互間での会社訪

問制度を実施しており，メンバーが参加メンバーの経営する会社を訪問し，企業秘密

に当たるようなことでも一切隠さず公開し，さらに問題点について議論するという制

度を採用している。

６－４．京都試作ネットの小括

京都試作ネットは，京都南部に限定された地域で活動が行われており，構成メンバー

が10社と少ない。10社は，小規模で零細な企業ではなく，設備と従業員を有する中小

企業であり，それぞれの得意分野を活かし，試作品をフルセット受注している。
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仕事を任されたメンバーは，自分で仕事を完成させることに責任を持ち，自社にそ

の仕事に必要な技能，技術がなければ自社のネットワーク内の企業のすべてにあたり

対応している。最終的な試作品という取り扱い製品の性格上，最新の製品に関する知

識が蓄積されている。

表１　京都試作ネット参加企業一覧と担当分野

７．事例―磨き屋シンジケート２）

７－１．設立経緯

磨き屋シンジケートとは，燕地域の地場産業である研磨加工業において，大ロット

の受注に対応することにより，競争力を高め，販路を広げ，地場産業の振興と地域の

経済発展を目的とした共同受注グループである。磨き屋シンジケートは，新潟県の地

場産業の活性化をもたらすために策定された「アクションプラン」に基づく，地元の

燕の内生的動きである。磨き屋シンジケートのメンバーは，燕研磨工業会または日本

金属研磨仕上げ技能士会の会員であり，会の趣旨に賛同する小規模事業者によって構

成されている。
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７－２．結成時の留意点

磨き屋シンジケートは法人格を持たない団体であるため，契約を誰がするのか，不

良品が発生した時の賠償責任，売り上げ債権のリスクなどについて，募集した参加者

が30回以上にわたり，ワークショップを開き，協議をかさね「共同受注マニュアル」

を作成し想定される問題についての対策を講じるとともに，ミッションの認識，オペ

レーションにおける一般化を図った。マニュアル作成時の参加企業は40社，マニュア

ル完成時の参加企業は 22社であり，参加企業がその後，順調に増え，現在では 40社

となっている（平成17年８月31日現在）。また，磨き屋シンジケートの結成に際して

は，運営主体となっている燕商工会議所が既に活動を開始している他の地域中小企業

間連携，例えば先に事例として取り上げた京都試作ネット等にヒアリングをして結成

の準備をした。

７－３．問い合わせから納品までのプロセス

問い合わせから納品までのプロセスは，以下のようになっている。

１．依頼主から商工会議所の事務局に仕事の依頼が来る。原則受注は断らないこと

にしている。

２．事務局から幹事企業に受注内容をＦＡＸで伝える。

３．受注する幹事企業を決定する（幹事企業＋数社で取り扱う）。受注するかしな

いかの決定は2日以内に行う。

４．幹事企業は協力工場を募り，契約する。

５．発注。

なお，発注を受けた企業受注パターンには二つの形態が確認された。パターン１

（通常の受注）は幹事会社が決定する。この場合の利益配分は幹事会社が調整する。

パターン２（大ロット受注，受注の引き受け手がいない場合）は適宜組み合わせを事

務局が決定する。この場合の利益配分は事務局が調整する。磨き屋シンジケートでは，

パターン１及びパターン２の受注形態が併用されている。

６．加工検査

７．納品

特に，受注した仕事の内容の問題解決の困難さによって二つの受注形態を採用して

いるが，この形態は，先行理論の中で紹介した Rob Cross, Jeanne Liedtka, and

Leigh Weiss（2005）のソーシャルネットワークの三つのパターンの内，二つのパター
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ンに対応している。

パターン１（通常の受注）はモジュール対応型であり，パターン２（大ロット受注，

受注の引き受け手がいない場合）はカスタマイズ対応型といえる。このことから，「磨

き屋シンジケート」は単一工程の連携として，複雑な問題に対応できる能力，形態を

形成することが出来る企業間連携であるが，それ故に他の工程あるいは機能を持たな

い限り，大きな発展を望めない可能性が高い。
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図５．受注形態：パターン１

（通常の受注）

図６．受注形態：パターン２

（大ロット受注，受注の引き受け手がいない場合）



７－４．磨き屋シンジケートの小括

磨き屋シンジケートは，受注の確保，及び後継者育成のために設立された任意団体

である。バフ研磨は，従業員が少なく，通常の受注があれば，自社で受注を受ける余

力はないこと，「人の仕事は取らない」という方針があり，受注の確保が第一の目的で

あるが，仕事を配分する互助的色彩が強い企業間連携組織である。活動は始まったば

かりであり，受注もあり効果は上がっている。しかし，今後さらに受注を伸ばすには，

販売機能などの他の機能を持つグループとの連携が必要となると思われる。

８．考察及びまとめ

以上，地域中小企業間連携として京都試作ネットと磨き屋シンジケートを取り上げ

てみた。この二つの比較は以下の表２のようになる。

表２．京都試作ネットと磨き屋シンジケートの比較
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京都試作ネット� 磨き屋シンジケート�
連携が存在する�
地域の特色�

金属加工、焼き物、染色など�
多様な中小企業が存在する�

かつては洋食器、ハウスウエア製品の�
産地として繁栄�

参加企業� 10社と小規模� 40社の企業が参加�

連携の母体� 京都機械金属中小企業青年連�
絡会（機青連）� 燕研磨工業会�

事業内容 � 試作中心で利益率高く、技術、�
知識蓄積高い�

研磨工程のみ：�
受注減の対応策が狙い�

新規性� 製品試作のため新規性が高く、�
付加価値が高い�

既存技術での対応で可能、一部を除き�
新規性はさほど要求されない�
�

ネットワーク形態� カスタマイズ対応型ネットワーク� モジュール型ネットワーク�

受注形態 � 一括受注（フルセット受注）� 研磨工程のみの受注�

会員相互の情報�
開示 � 完全情報開示 � 情報開示は不十分 �

連携の中心企業�
・機関� 特になし � 燕商工会議所 �

連携自体のプラット�
フォーム機能の有無� プラットフォーム機能あり� プラットフォーム機能なし�

受注方法� インターネットおよび企業訪問� インターネットを中心とした受注�

業績配分� 業績管理会計システムにより�
管理�

プロジェクトごとに燕商工会議所あるい�
は幹事企業が決定�



二つの地域中小企業間連携の事例の比較から，より良いパフォーマンスを達成する

ための企業間連携の設計の含意として，地域の中小企業の企業間連携を成功させるた

めには，広い情報経路につながる弱い紐帯と事業化が可能な強い紐帯をうまく結びつ

けることが必要であるという含意が得られた。そのための設計には，以上の項目を考

慮することが必要であると考えられる。

（１）受注，加工，販売機能を連携で持ち，また連携自体がプラットフォーム機能

を持つように設計する必要がある。

（２）既存の連携（例えば京都試作ネットと磨き屋シンジケートを連携させる）等，

つまり，スモールワールドと乱雑性のタイプBの企業間連携を設計する必要が

ある。

なお，本稿では，より良いパフォーマンスを達成するための地域中小企業連携モデ

ルとして，以下の二つのモデル（図７，図８参照）を提案する。

提案　連携モデル１（森岡案１）

連携自体がプラットフォーム機能を持つように設計された連携モデル１（森岡案

１）は，製造業業者，販売業者，物流業者の各々弱い紐帯を連携の基盤として特定

のミッションを持つ同業者が強い紐帯のもとに同業者連携を形成し，さらに機能が

異なる連携同士が強い紐帯で結ばれ連携構造内にプラットフォーム機能を有する連

携構造である。機能の異なる連携同士が強い紐帯で結ばれ相互作用しながら知識を

含めた価値創造を作り出すことが期待される。

図７．地域活性化のための連携モデル１（森岡案１）
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提案　連携モデル２（森岡案２）

連携モデル２（森岡案２）は，連携モデル１と単一の工程の同業者モデルとの連

携であり，先行理論のスモールワールドと乱雑性のタイプBを想定した企業間連携

モデルである。このモデルでは，連携モデル１を単一機能工程の別の地域の同業者

連携モデルと連携することによりその専門性を高めることが出来る可能性があり，

また単一工程の連携モデルに対し，他の機能の補完効果を果たすことにより，より

良い効果をもたらす地域中小企業間連携となる可能性がある。

図８．地域活性化のための連携モデル２（森岡案２）

以上のことから，次の３点が判明した。

（１）ソーシャル・キャピタルは，情報の収集機会を増やす弱い紐帯と，事業化に効

果的な強い紐帯の効果の二つの紐帯を取り扱った概念であると見なされる。

（２）同業者の水平連携は，強い紐帯であると見なされる。また，強い垂直連携も強

い紐帯であるとみなされる。

（３）弱い紐帯と強い紐帯が相互作用すれば効果のあるネットワーク組織が形成され

る。

今後の課題としては，今回の地域中小企業間連携の分析対象が二つであり，分析結

果の普遍性を高めるためにさらに分析対象を増やす必要があることと，連携の形成に

際して，「信頼」概念の再検討を含めた「連携形成の「信頼」」の分析が残されている。
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注

１） 京都試作ネットの事例分析については，拙稿「ミニクラスター形成の考察―ミニクラスター

形成のための理論と提言―」，地域活性化ジャーナル第11号，新潟経営大学地域活性化研究

所，2005を参照。

２） 磨き屋シンジケートの事例分析については，拙稿「燕―磨き屋シンジケート―活性化のため

の企業間連携」，地域活性化ジャーナル第12号，新潟経営大学地域活性化研究所，2006を参

照。
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